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有限体 Fq の上で定義された代数曲線 X 上の Goppa符号は,その曲
n
線上の相異なる町 有理点 Pl,,･･,Pnからなる正因子 D-∑ piとこれ
i=1
らの点をその supportには含まか ､町 有理な因子 F とから構成される･
さらに,理論的には必要はないが,煩雑さを避けるために,Fは正因子
であると仮定する｡















































2 Garcia_Laxおよび GarciaoKim _Lax
による評価


































これについては Kim [6]および著者 [5]によって基本的事柄が調べら
れている.ここでは,それらの中から必要となる部分を復習し,さらに,
われわれの定理を定式化するために必要な概念について述べる･.この節
では基礎体 Fは,単に完全体であるとする.さらに曲線 x の種数 9は
2以上とする.

















































以下,再び基礎体 Fは有限体 Fq であるとし,X の種数は 9≧2と
する.
状況設定を確認しておく.相異なるX の Fq一有理点Ql,Q2を固定す













は GarciarLaxの評価式 (2)の支持台が 2点の場合での類似である･
定理 4.2(α1,α2)と (Pl,β2)とを (Ql,Q2)における純な空隙とする･
F-(α1+β1-1)Ql+(α2+β2-1)Q2,
とすれば,
do(D,F)≧degF-(29-2)+2
である.
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